
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

暑かった夏が過ぎ、急に肌寒くなってきました。気候の変化で体調が崩れや

すくなります。野生動物は今、冬に向けて栄養を蓄えている真最中です。人間も

栄養不足になると筋肉量が減り、運動機能が低下します。冷えやだるさを感じ

るようにもなります。肌荒れや便秘症になることもあるそうです。「食欲の秋」

でもありますので、「「いいしく食べる」を続けていきましょう。それには日ごろ

の活動量が関係してきます。「できる時に、できる範囲で」を目標に体を動かし

てみましょう。第二相扶園では、「歩く前に・・」、「トイレに座った時に・・・」

などに、できる運動を勧め、みなさん真剣に取り組まれています。 

第二相扶園 特任課長 新丸 高弘 

  

 

 

 

 

 

第二相扶園で検索 

 

  

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

    

 
 

 

 

  

 
口腔ケアは誤嚥性肺炎の 

予防にも効果的です！ 

 

 

 

 


